
























































































































大 川 宣 容
(高知県立大学看護学部 34期生)
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井 上 和 代 氏 (高知赤十字病院)





































































































































































小 澤 若 菜
(高知県立大学看護学部 43期生)












































































究者､ 大学院生､ および､ 小中学校の養護教諭
など30人ほどが参加した｡ 協同・連携によって､
それぞれの組織・個人がもつ違った強みが発揮
され､ 活動に動きや広がりが生まれてくるとい
う加藤先生のお話に刺激を受け､ 参加者からは､
研究のノウハウにとどまらず､ 防災のために組
織のシステムを変えていく方法など､ さまざま
な質問がよせられた｡ 質問に応え､ 加藤先生か
らは､ 研究の目的を考え組織のゲートキーパー
を見極めていった話… 先生ご自身の活動を通
して知らないうちにできあがっていた関係性が
あって助けられた話… セルフケアという視点
で子どもたちの力を見ていくことで ｢こんなこ
とができなかった｣ ことに気づかされると同時
に ｢こんなことができるんだ｣ と気づかされた
話… などなど､ たくさんの興味深い話が語ら
れた｡
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